
九
七

二
〇
一
九
（
令
和
一
）
年
度
　
研
究
所
報
告

二
〇
一
九
（
令
和
一
）
年
度　

研
究
所
報
告

１
．
二
〇
一
九
（
令
和
一
）
年
度
構
成
員

□
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
構
成
員

所
長�

山
口　

直
孝

特
命
教
授�

加
藤　

國
安

特
命
教
授�

野
村　

芳
正

兼
担
所
員　

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長�

田
中　

正
樹

同　
　
　
　

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長�
町　

泉
寿
郎

（
同　
　
　
　

文
学
部
教
授�
田
中　

正
樹
）

同　
　
　
　

文
学
部
教
授�
江
藤　

茂
博

同　
　
　
　

文
学
部
教
授�

磯　
　

水
絵

同　
　
　
　

文
学
部
教
授�

原　

由
来
恵

□
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
運
営
委
員
会
構
成
員

所
長�

山
口　

直
孝

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長�

田
中　

正
樹

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長�

町　

泉
寿
郎

文
学
部
長
・
大
学
院
文
学
研
究
科
長�

牧
角　

悦
子

国
際
政
治
経
済
学
部
長
・
大
学
院
国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
長

�

中
山　

政
義

文
学
研
究
科
選
出
委
員�

小
山　

聡
子

国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
選
出
委
員�

合
六　
　

強

文
学
部
選
出
委
員�

島
田　

泰
子

国
際
政
治
経
済
学
部
選
出
委
員�

渡
辺　

和
則

□
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
企
画
・
編
集
委
員
会
構
成
員

所
長�

山
口　

直
孝

兼
担
所
員　

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長�

田
中　

正
樹

同　
　
　
　

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長�

町　

泉
寿
郎

（
同　
　
　
　

文
学
部
教
授�

田
中　

正
樹
）

同　
　
　
　

文
学
部
教
授�

江
藤　

茂
博

同　
　
　
　

文
学
部
教
授�

磯　
　

水
絵

同　
　
　
　

文
学
部
教
授�

原　

由
来
恵

文
学
研
究
科
選
出
委
員�

小
山　

聡
子

国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
選
出
委
員�

合
六　
　

強

文
学
部
選
出
委
員�

島
田　

泰
子

国
際
政
治
経
済
学
部
選
出
委
員�

渡
辺　

和
則

□
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
構
成
員

セ
ン
タ
ー
長　
　
　

文
学
部
教
授�

田
中　

正
樹

セ
ン
タ
ー
員　
　
　

文
学
部
特
別
招
聘
教
授�

市
來
津
由
彦

同　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
非
常
勤
講
師�

中
根　

公
雄

研
究
協
力
員　
　
　

東
洋
大
学
名
誉
教
授�

吉
田　

公
平



九
八

同　
　
　
　
　
　
　

活
水
女
子
大
学
名
誉
教
授�

荒
木
龍
太
郎

同　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市
立
大
学
教
授�

小
幡　

敏
行

同　
　
　
　
　
　
　

秀
明
大
学
専
任
講
師�

久
米　

晋
平

助
手�

山
路　
　

裕

□
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
構
成
員

セ
ン
タ
ー
長　
　
　
　

文
学
部
教
授�

町　

泉
寿
郎

セ
ン
タ
ー
員
（
文
学
芸
術
班
）
文
学
部
教
授�

磯　
　

水
絵

同　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

　

牧
角　

悦
子

同　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

原　

由
来
恵

同　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

五
月
女
肇
志

同　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

王　
　

宝
平

同
（
歴
史
思
想
班
）　

文
学
部
教
授�

田
中　

正
樹

同　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

小
山　

聡
子

同　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

中
川　
　

桂

同　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�
小
方　

伴
子

同
（
漢
学
史
班
）　
　

文
学
部
教
授�
町　

泉
寿
郎

研
究
協
力
員　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫�
會
谷　

佳
光

同　
　
　
　
　
　
　
　

大
東
文
化
大
学
准
教
授　

�

　

上
地　

宏
一

同　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
非
常
勤
講
師�

清
水　

信
子

同　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
非
常
勤
講
師�

川
邉　

雄
大

助
手�

平
崎　

真
右

２
．
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
運
営
委
員
会

第
一
回

日　

時　

四
月
一
八
日
（
木
）　

一
三
時
〇
五
分

場　

所　

教
授
会
会
議
室

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

二
〇
一
九
年
度
特

別
事
業
費
に
つ
い
て

②　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

構
成
員
及
び
事
業

概
要
に
つ
い
て

③　

�

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

構
成
員
及
び
事
業
概
要

に
つ
い
て

④　

�

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

構
成
員
及
び
事
業
概

要
に
つ
い
て

⑤　

�

研
究
員
の
選
考
に
つ
い
て

⑥　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

海
外
漢
文
講
座 

講

師
派
遣
に
つ
い
て
（
カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ
大
学
・
五

月
一
三
日
・
一
四
日
）

⑦　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
Ｓ
Ｒ
Ｆ
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
つ
い

て
（
本
学
・
六
月
二
二
日
・
二
三
日
）

⑧　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

兼
担
所
員
（
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
者
）
の
学
内
公
募
に
つ

い
て

⑨　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

『
東
ア
ジ
ア
学
術

総
合
研
究
所
集
刊
』
第
五
〇
集
の
原
稿
募
集
に
つ

い
て

⑩　

�

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

『
日
本
漢
文
学
研
究
』

第
一
五
号
の
原
稿
募
集
に
つ
い
て

⑪　

�

そ
の
他

第
二
回

日　

時　

五
月
三
〇
日
（
木
）　

一
二
時
三
五
分

場　

所　

教
授
会
会
議
室

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

兼
担
所
員
（
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
代
表
者
）
の
選
考
に
つ

い
て



九
九

②　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
Ｓ
Ｒ
Ｆ
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
つ
い

て
（
本
学
・
六
月
二
二
日
・
二
三
日
）

③　

そ
の
他

第
三
回

日　

時　

六
月
一
九
日
（
水
）　

一
四
時
一
五
分

場　

所　

六
〇
二
教
室

議　

題　

①　

�
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

兼
担
所
員
（
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
代
表
者
）
の
選
考
に
つ

い
て
（
継
続
）

②　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

認
証
評
価
に
向
け

た
自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
に
つ
い
て

③　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

二
松
学
舎
大
学
学

術
叢
書
『
幽
霊
の
歴
史
文
化
学
』
の
増
刷
に
つ
い

て

④　

そ
の
他

第
四
回

日　

時　

七
月
一
一
日
（
木
）　

一
五
時
一
〇
分

場　

所　

役
員
会
議
室

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

中
国
文
化
大
学
東

亜
人
文
社
会
科
学
研
究
院
と
の
交
流
に
関
す
る
合

意
書
締
結
に
つ
い
て

②　

�

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

山
東
大
学
国
際
漢
学

研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
目
録
編
纂
等
に
係
る
協
力

依
頼
に
つ
い
て

③　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

認
証
評
価
に
向
け

た
自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
に
つ
い
て
（
継
続
）

④　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
に
つ
い
て
（
興
福
寺
会
館
（
奈
良
）
・

八
月
一
七
日
）

⑤　

そ
の
他

第
五
回

日　

時　

一
〇
月
一
六
日
（
水
）　

一
二
時
三
〇
分

場　

所　

役
員
会
議
室

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

二
〇
二
〇
年
度
特

別
事
業
費
申
請
に
つ
い
て

②　

�

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
陽
明
学
と
東
ア
ジ
ア
文
化
」
の
開
催
に
つ
い
て

③　

そ
の
他

第
六
回

日　

時　

一
一
月
二
〇
日
（
水
）　

一
二
時
三
五
分

場　

所　

役
員
会
議
室

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

客
員
研
究
員
の
受

入
に
つ
い
て

②　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

二
〇
二
〇
年
度
特

別
事
業
費
の
追
加
申
請
に
つ
い
て

③　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

規
程
等
の
改
正
・

制
定
に
つ
い
て

④　

そ
の
他

第
七
回

日　

時　

一
二
月
一
一
日
（
水
）　

一
二
時
三
〇
分

場　

所　

八
〇
八
演
習
室

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

海
外
協
定
校
と
の

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
名
称
に
つ
い
て

②　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

研
究
員
に
関
す
る

内
規
の
改
正
に
つ
い
て
（
継
続
）

③　
�

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン



一
〇
〇

タ
ー　

二
〇
二
〇
年
度
助
手
の
学
内
公
募
に
つ
い
て

④　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

学
術
交
流
に
関
す

る
合
意
書
締
結
に
つ
い
て

⑤　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
つ
い
て
（
一

月
八
日
・
三
月
七
日
・
本
学
）

⑥　
�

そ
の
他

第
八
回

日　

時　

二
月
二
六
日
（
水
）　

一
五
時

場　

所　

教
授
会
会
議
室

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

陽
明
学
研
究
セ
ン

タ
ー
長
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
任
期
延

長
に
つ
い
て

②　

�

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン

タ
ー　

助
手
の
選
考
に
つ
い
て

③　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
『
東
ア
ジ
ア
学
術
総

合
研
究
所
集
刊
』
第
五
〇
集
に
つ
い
て

④　

�

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
『
陽
明
学
』
第
三
〇
号
に

つ
い
て

⑤　

�

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
『
日
本
漢
文
学
研
究
』

第
一
五
号
に
つ
い
て

⑥　

�

そ
の
他

３
．
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
連
絡
会

第
一
回

日　

時　

四
月
一
〇
日
（
水
）　

一
二
時
三
五
分

場　

所　

八
〇
六
演
習
室

議　

題　

①　

構
成
員
お
よ
び
事
業
概
要
に
つ
い
て

②　

宋
明
資
料
輪
読
会
に
つ
い
て

③　

『
陽
明
学
』
第
三
〇
号
の
原
稿
募
集
に
つ
い
て

④　

そ
の
他

４
．
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
連
絡
会

第
一
回　

日　

時　

四
月
一
七
日
（
水
）　

一
二
時
三
〇
分

場　

所　

教
授
会
会
議
室

議　

題　

①　

構
成
員
に
つ
い
て

②　

事
業
概
要
に
つ
い
て

③　

�

『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
一
五
号
の
原
稿
募
集
に

つ
い
て

④　

そ
の
他

５
．
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
編
集
委
員
会

第
一
回

日　

時　

一
〇
月
二
三
日
（
水
）　

一
五
時
三
〇
分

場　

所　

役
員
会
議
室　

議　

題　

①　

査
読
に
つ
い
て

②　

編
集
に
つ
い
て

③　

経
費
に
つ
い
て

④　

そ
の
他

６
．
海
外
講
座
の
実
施

海
外
漢
文
講
座　
　

※ 

動
画
配
信
に
よ
る
講
義



一
〇
一

対　

象　

イ
タ
リ
ア　

カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ
大
学

期　

間　

二
〇
一
九
年
二
月
六
日（
水
）～
五
月
一
四
日（
火
）

講　

師　

�

牧
角
悦
子
教
授
・
町
泉
寿
郎
教
授
・
清
水
信
子
講

師
・
川
邉
雄
大
講
師

コ
マ
数　

一
五
回
（
一
コ
マ 

九
〇
分
）

受
講
生　

一
五
名

※　

�

最
終
回
の
五
月
一
四
日
（
火
）
は
、
牧
角
悦
子
教
授
・
町

泉
寿
郎
教
授
を
講
師
と
し
て
現
地
に
派
遣
し
、
集
中
講
義

を
実
施
し
た
。

７
．
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

公
開
講
座
の
開
講

演
習
講
座

①
講
座
名　

古
文
書
解
読
講
座

講　

師　

文
学
部
教
授　

町　

泉
寿
郎

曜
日
等　

火
曜
日　

四
時
限

②
講
座
名　

『
古
事
談
』
の
研
究

講　

師　

文
学
部
教
授　

磯　

水
絵

曜
日
等　

火
曜
日　

六
時
限

③
講
座
名　

『
国
語
』
の
研
究

講　

師　

文
学
部
教
授　

小
方　

伴
子

曜
日
等　

月
曜
日　

五
時
限

④
講
座
名　

論
文
撰
述
の
方
法
と
実
践

講　

師　

文
学
部
教
授　

王　

宝
平

曜
日
等　

水
曜
日　

六
時
限

８
．
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

①�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
Ｓ

Ｒ
Ｆ
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日　
　

時　

六
月
二
二
日
（
土
）　

一
三
時
～
一
七
時
三
〇
分

　
　
　
　
　
　
　

二
三
日
（
日
）　

一
〇
時
～
一
五
時
三
〇
分

会　
　

場　

二
松
学
舎
大
学
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
四
号
館
六
階

　
　
　
　
　

四
〇
六
一
教
室

テ
ー
マ　

21
世
紀
に
お
け
る
『
孟
子
』
像
の
新
展
開

【
第
一
日
目
】
「
中
国
古
典
学
と
孟
子
」

開
会
挨
拶　

�

二
松
学
舎
大
学
文
学
部
長
・
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
分
担
者�

牧
角　

悦
子

趣
旨
説
明　

�

二
松
学
舎
大
学
教
授
・
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
代
表
者�

田
中　

正
樹

報
告
一　

「�

五
行
か
ら
四
端
へ
―
孟
子
に
よ
る
子
思
思
想
の

受
容
と
改
変
―
」�

広
島
大
学
教
授　

末
永　

高

康

報
告
二　

「�

太
初
改
暦
に
お
け
る
黄
老
と
儒
学
の
統
一

　
　
　
　
　
　

―
孟
子
の「
五
百
年
周
期
説
」の
漢
代
的
展
開
―
」

�

山
口
大
学
准
教
授　

南
部　

英
彦

報
告
三　

「�『
孟
子
』
の
北
宋
を
読
み
解
く
」

　
　
　
　
　
　

�

二
松
学
舎
大
学
特
別
招
聘
教
授
・
共
同
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
分
担
者�

市
來　

津
由
彦

報
告
四　

�

「
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
初
期

『
孟
子
』
紹
介
と
翻
訳
の
実
情
」

�

筑
波
大
学
教
授　

井
川　

義
次

報
告
五　

�

「
伊
藤
仁
斎
と
『
孟
子
』」

�

東
海
大
学
教
授　

田
尻　

祐
一
郎

総
合
討
論　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

�

広
島
大
学
名
誉
教
授　

野
間　

文
史



一
〇
二

【
第
二
日
目
】
「
近
代
漢
学
と
孟
子
」

開
会
挨
拶　

�

二
松
学
舎
大
学
文
学
部
長
・
Ｓ
Ｒ
Ｆ
学
術
研
究
班

主
任�

牧
角　

悦
子

趣
旨
説
明　

�

二
松
学
舎
大
学
教
授
・
Ｓ
Ｒ
Ｆ
研
究
代
表
者

�

町　

泉
寿
郎

報
告
一　

�

「
孟
子
の
幕
末
」

�

金
城
学
院
大
学
教
授　

桐
原　

健
真

報
告
二　

「�

山
田
方
谷
・
三
島
中
洲
に
み
る
近
代
の
陽
明
学

と
孟
子
」

　
　
　
　
　

二
松
学
舎
大
学
教
授
・
Ｓ
Ｒ
Ｆ
事
業
推
進
担
当
者

�

　

田
中　

正
樹

報
告
三　

「�

中
江
兆
民
に
お
け
る
孟
子
と
フ
ラ
ン
ス
共
和
主

義
の
哲
学
」

　
　
　
　
　
　

ボ
ル
ド
ー
・
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
大
学
准
教
授

�
　

エ
デ
ィ
・
デ
ュ
フ
ル
モ
ン

報
告
四　

�

「
フ
ラ
ン
ス
シ
ノ
ロ
ジ
ー
が
読
む
孟
子
」

�

東
京
大
学
教
授　

中
島　

隆
博

報
告
五　

�

「
明
治
大
正
期
の
『
孟
子
』
教
材
」

�

大
妻
女
子
大
学
非
常
勤
講
師　

木
村　

淳

総
合
討
論　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

�

Ｓ
Ｒ
Ｆ
研
究
員　

ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ウ
ッ
ド

②�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日　
　

時　

八
月
一
七
日
（
土
）　

一
三
時
～
一
六
時

会　
　

場　

奈
良
・
興
福
寺
会
館

テ
ー
マ　

興
福
寺
に
鳴
り
響
い
た
音
楽　

教
訓
抄
の
世
界

発
表
一　

�

「
信
仰
と
音
楽
」

　
　
　
　
　

�

二
松
学
舎
大
学
教
授
・
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
代
表
者�

磯　

水
絵

発
表
二　

�

「
音
楽
の
湧
水
地　

興
福
寺
」

　
　
　
　
　

上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
講
師

�

　

櫻
井　

利
佳

発
表
三　

�

「
狛
近
真
の
生
涯
」

�

二
松
学
舎
大
学
非
常
勤
講
師　

神
田　

邦
彦

発
表
四　

�

「
狛
氏
と
伎
楽
の
笛
」

�

法
政
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

根
本　

千
聡

発
表
五　

�

「
南
都
寺
院
の
伎
楽
曲
の
「
再
生
」
に
向
け
て
」

法
政
大
学
教
授　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン・
Ｇ
・
ネ
ル
ソ
ン

③�

二
松
学
舎
大
学
・
浙
江
工
商
大
学
・
浙
江
省
倫
理
学
会
共
催

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
四
回
「
陽
明
学
と
浙
江
文
化
―
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
陽
明
学
」

日　
　

時　

一
一
月
三
日
（
日
）　

九
時
～
一
七
時
三
〇
分

会　
　

場　

浙
江
文
華
大
酒
店
六
階
「
流
霞
庁
」

開
会
挨
拶　

�

浙
江
工
商
大
学
学
長
・
浙
江
省
倫
理
学
会
会
長　

�

陳　

壽
燦

　
　
　
　
　

浙
江
省
社
科
聯
科
研
管
理
処
処
長�

胡　

暁
立

　
　
　
　
　

二
松
学
舎
大
学
学
長�

江
藤　

茂
博

【
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
】

「�「
文
武
合
一
」
か
ら
「
心
刀
合
一
」
へ
―
日
本
武
士
文
化
の
再

考
―
」�

浙
江
社
会
科
学
院
研
究
員　

銭　

明

「�

左
派
王
学
の
経
世
済
民
の
思
想　

―
王
艮
と
李
贄
を
中
心
と

し
て
―
」�

北
海
道
大
学
名
誉
教
授　

佐
藤　

錬
太
郎

【
第
二
セ
ク
シ
ョ
ン
】

「
王
畿
『
中
鑑
録
』
に
関
す
る
一
考
察
」

�

早
稲
田
大
学
教
授　

永
冨　

青
地

「
近
代
陽
明
学
の
一
側
面　

―
山
田
方
谷
の
場
合
―
」

�

二
松
学
舎
大
学
教
授　

田
中　

正
樹

「�「
心
」
よ
り
始
ま
り
、「
良
知
」
に
従
っ
て
前
に
進
む　

―
私

と
私
の
企
業
―
」

�

　

紹
興
市
温
州
商
会
常
務
副
会
長　

林　

作
河



一
〇
三

【
第
三
セ
ク
シ
ョ
ン
】

「
王
陽
明
の
陸
九
淵
心
学
に
対
す
る
止
揚
と
超
越
に
つ
い
て
」�

�

寧
波
大
学
教
授　

何　

静

「
陽
明
学
研
究
の
未
来
性　

―
哲
学
的
新
展
開
」

�

中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
研
究
員　

匡　

釗

「�
幕
末
陽
明
学
者
吉
村
秋
陽
と
明
末
の
思
潮　

―『
大
学
賸
議
』

を
中
心
と
し
て
―
」

�

台
湾
清
華
大
学
人
文
社
会
学
院
副
教
授　

鍋
島　

亜
朱
華

「
熊
澤
蕃
山
の
心
学
思
想
に
つ
い
て　

―
陽
明
心
学
と
の
比
較
―
」

�

浙
江
工
商
大
学
東
方
語
言
文
化
学
院
講
師　

関　

雅
泉

「�

王
畿
の
経
世
論
と
経
史
説　

―「
歴
代
史
纂
左
編
凡
例
并
引
」

を
例
に
―
」

�

二
松
学
舎
大
学
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手　

山
路　

裕

討
論

閉
会
挨
拶　

�

浙
江
省
国
際
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー

�
秘
書
室
室
長　

張　

宏
敏

�

学
校
法
人
二
松
学
舎
常
任
理
事　

五
十
嵐　

清

④�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

日　
　

時　

一
月
八
日
（
水
）　

一
三
時
～
一
六
時
三
〇
分

会　
　

場　

�

二
松
学
舎
大
学
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
一
号
館
二
階

二
〇
二
教
室

テ
ー
マ　

�

越
境
す
る
現
代
日
本
文
化　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

コ
ン
テ
ン
ツ
の
受
容

開
会
挨
拶　

�

二
松
学
舎
大
学
文
学
部
長
・
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
分
担
者�

牧
角　

悦
子

趣
旨
説
明　

�

二
松
学
舎
大
学
教
授
・
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
分
担
者�

松
本　

健
太
郎

基
調
講
演　

�

「�

中
国
で
日
本
の
漫
画
や
ア
ニ
メ
は
ど
う
受
容
さ

れ
て
い
る
の
か
」

�

中
国
伝
媒
大
学
教
授　

範　

周

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

「
日
中
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

司
会
・
パ
ネ
リ
ス
ト

�

二
松
学
舎
大
学
専
任
講
師　

谷
島　

貫
太

パ
ネ
リ
ス
ト　

�

二
松
学
舎
大
学
教
授
・
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
研
究
分
担
者�

王　

宝
平

パ
ネ
リ
ス
ト�

法
政
大
学
教
授　

須
藤　

廣

９
．
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

共
同
研
究
①

研
究
代
表
者　

文
学
部
教
授　
　

田
中　

正
樹

研
究
課
題　

中
国
古
典
学
の
再
構
築

研
究
期
間　

三
年
（
本
年
度
は
三
年
目
）

実
施
内
容

　

研
究
分
担
者
の
成
果
と
し
て
、
中
国
思
想
分
野
の
市
來

津
由
彦
教
授
は
、
学
術
論
文
と
し
て
「
日
本
に
お
け
る
中

国
思
想
―
儒
教
文
化
を
中
心
に
」（
牧
角
悦
子･

町
泉
寿
郎
編

『
漢
学
と
い
う
視
座 

講
座
近
代
日
本
と
漢
学
第
一
巻
』
戎

光
祥
出
版
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
）
が
あ
り
、
学
会
発
表

原
稿
と
し
て
「
如
何
解
釈
朱
子
学
〝
格
物
〟
説
之
〝
理
〟

―
以
荒
木
見
悟
《
新
版　

仏
教
与
儒
教
》
為
中
心
（
陳
暁

傑
中
国
語
訳
）」（
会
議
論
文
集
『
中
国
哲
学
的
豊
富
性
再
現

―
荒
木
見
悟
与
中
日
儒
学
国
際
研
討
会
』
復
旦
大
学
哲
学

学
院･

復
旦
大
学
上
海
儒
学
院
、
二
〇
一
九
年
九
月
）
が
あ

る
。
ま
た
、
訳
注
と
し
て
「『
朱
子
語
類
』
巻
九
十
五
「
程

子
之
書　

一
」
訳
注
稿
（
五
）」（『
東
洋
古
典
學
研
究
』
第

四
八
集
、
東
洋
古
典
學
研
究
會
（
広
島
大
学
）、
二
〇
一
九

年
一
〇
月
）
及
び
「
同
（
四
）」（『
東
洋
古
典
學
研
究
』
第



一
〇
四

四
七
集
、
二
〇
一
九
年
五
月
）
が
あ
る
。

　

中
国
文
学
分
野
の
牧
角
悦
子
教
授
は
、
学
術
論
文
と
し

て
「
経
学
と
文
学
―
詩
経
研
究
を
例
と
し
て
―
」（『
学
際

化
す
る
中
国
学
―
第
十
回
日
中
学
者
中
国
古
代
史
論
壇
論

文
集
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
六
月
）、「
ヤ
マ
タ
ノ
オ

ロ
チ
と
九
尾
の
キ
ツ
ネ
―
日
中
古
代
神
話
学
序
説
」（『
日

本
漢
文
学
の
射
程
―
そ
の
方
法
、
達
成
と
可
能
性
』、
汲
古

書
院
、
二
〇
一
九
年
七
月
）、「
曹
操
と
楽
府
（
二
）―「
歌

以
言
志
」「
歌
以
詠
志
」
の
意
味
す
る
も
の
―
」（
狩
野
直
禎

先
生
追
悼『
三
国
志
論
集
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
九

月
）、「
日
本
漢
文
学
―
そ
の
定
義
と
概
論
」（
講
座
近
代
日

本
と
漢
学
・
第
一
巻
『
漢
学
と
い
う
視
座
』、
戎
光
祥
出

版
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
）、「
中
国
近
代
の
尊
厳
概
念
―

魯
迅
の
小
説
を
通
し
て
」（『
尊
厳
と
社
会
』、
法
政
大
学
、

二
〇
二
〇
年
三
月
）
が
あ
る
。

　

同
じ
く
中
国
文
学
分
野
（
小
説
）
の
伊
藤
晋
太
郎
教
授

に
は
、
学
術
論
文
と
し
て
「
洪
邁
と
関
帝
信
仰
―
『
容
斎

四
筆
』
巻
八
「
寿
亭
侯
印
」
を
手
が
か
り
に
―
」（『
三
国

志
論
集
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
九
月
）、
書
評
と
し

て
「『
三
国
志
演
義
』
か
ら
中
国
人
を
読
み
解
く
画
期
的
な

総
合
事
典
」（『
漢
文
研
究
』、
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
九
年

四
月
）、
論
説
と
し
て
「
関
羽
の
知
ら
れ
ざ
る
物
語
―
「
関

帝
聖
蹟
図
」
を
読
む
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
六
月
号
、
青
土
社
、

二
〇
一
九
年
六
月
）、
解
説
と
し
て「
慶
応
義
塾
」（『
漢
学

と
漢
学
塾
』（
講
座
近
代
日
本
と
漢
学 

第
二
巻
）、
戎
光
祥

出
版
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）、
目
録
と
し
て
「
二
〇
一
八
年

日
本
〝
三
国
文
化
〟
研
究
論
著
目
録
」（『
内
江
師
範
学
院
学

報
』
三
四
巻
一
一
号
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
）
の
業
績
が

あ
り
、
ま
た
翻
訳
と
し
て
梁
満
倉
著
「
軍
師
中
郎
将
諸
葛

亮
の
荊
州
時
代
」〔
共
訳
〕（『
狩
野
直
禎
先
生
追
悼　

三
国
志

論
集
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
九
月
）
が
あ
る
。

　

中
国
史
担
当
の
小
方
伴
子
教
授
に
は
、
学
術
論
文
「
淸

儒
の
校
勘
作
業
に
お
け
る
情
報
繼
承
の
一
形
態　

―
陳
奐

『
國
語
』
校
本
と
汪
遠
孫
『
國
語
明
道
本
攷
異
』―
」（『
二

松
』
三
四
集
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）、
及
び
「
漢
文
と
中
国

語
」、『
講
座
近
代
日
本
と
漢
学
』
第
七
巻
『
漢
学
と
日
本

語
』、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
が
あ
る
。

　

中
国
思
想
担
当
の
田
中
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
報
告
と

し
て
、「
山
田
方
谷
・
三
島
中
洲
に
み
る
近
代
の
陽
明
学
と

孟
子　

―
『
孟
子
養
氣
章
或
問
圖
解
』
の
圖
を
中
心
に
―
」

（
二
松
学
舎
大
学
Ｓ
Ｒ
Ｆ
・
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
催
・
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
近
代
漢
学
と
孟
子
」〔「
21
世
紀
に
お
け
る
『
孟
子
』
像
の

新
展
開
」
二
日
目
〕
二
〇
一
九
年
六
月
二
三
日
）、「
レ
オ

ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
旧
蔵
漢
籍
の
書
入
れ
に
つ
い
て
」（
二
松

学
舎
大
学
人
文
学
会
・
Ｓ
Ｒ
Ｆ
共
催
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
と
19
世
紀
欧
州
東
洋
学
」

二
〇
一
九
年
七
月
一
四
日
）、
及
び
「
近
代
陽
明
学
の
一
側

面
―
山
田
方
谷
の
場
合
―
」（
第
四
回
「
陽
明
学
と
浙
江
文

化
―
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
陽
明
学
」
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
二
〇
一
九
年
一
一
月
三
日
、
於
杭
州
・
浙
江
文
華
ホ

テ
ル
）
が
あ
り
、
一
〇
月
二
七
日
に
大
塚
先
儒
墓
所
で
行

わ
れ
た
先
儒
祭
に
於
て
墓
前
講
話
「
三
島
中
洲
先
生
の
生

涯
と
学
術
」
を
行
っ
た
。

共
同
研
究
②

研
究
代
表
者　

文
学
部
教
授　
　

江
藤　

茂
博

研
究
課
題　

�

東
ア
ジ
ア
都
市
文
化
に
お
け
る
「
コ
ン
テ

ン
ツ
」
と
「
モ
ノ
」
の
流
通
を
め
ぐ
る
学

際
的
研
究

研
究
期
間　

二
年
（
本
年
度
は
二
年
目
）

実
施
内
容



一
〇
五

報
告
一　

「�

越
境
す
る
現
代
日
本
文
化　

東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
受
容
」

　

東
ア
ジ
ア
の
隣
国
で
あ
る
日
本
と
中
国
は
、
古
の
時
代

か
ら
様
々
な
か
た
ち
で
相
互
に
文
化
的
な
交
流
を
重
ね
、

い
ま
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
に
お
い
て
中
国
は
、
日
本
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
貿
易
相
手
国
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

訪
日
外
国
人
数
に
お
い
て
も
外
国
人
留
学
生
数
に
お
い
て

も
、
一
位
を
占
め
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
イ
メ
ー
ジ
、
情
報
の
「
ト
ラ
ン
ス

ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
移
動
が
加
速
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
中

両
国
の
文
化
交
流
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
い
ま
で
は
中
国
の
若
者
は
、「bilibili

」

の
よ
う
な
動
画
共
有
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
日
本
の
映
画
や

ア
ニ
メ
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
と
容
易
に
ア
ク
セ
ス
し

う
る
。
逆
に
日
本
の
若
者
は
、「T
ikT
ok

」
や
「
荒
野
行

動
」
の
よ
う
な
中
国
発
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
に
夢
中
で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
テ
ン
ツ

が
越
境
的
に
流
通
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
も
と
に
し
た
、
日

中
間
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
文
化
が
台
頭
し

つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
中
国
の
大
学
と
し
て

有
名
な
中
国
伝
媒
大
学
の
範
周
教
授
を
お
招
き
し
、
「
中

国
に
お
け
る
日
本
の
漫
画
や
ア
ニ
メ
の
受
容
」
と
の
題
目

で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
そ
の
う
え
で
、
法
政
大
学
の
須

藤
廣
教
授
、
本
学
の
王
宝
平
教
授
、
谷
島
貫
太
専
任
講
師

を
ま
じ
え
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
日
本
と
中
国
に

お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
越

境
に
つ
い
て
多
角
的
に
討
議
し
た
。
（
開
催
日
・
会
場　

二
〇
二
〇
年
一
月
八
日
（
水
）
二
松
学
舎
大
学
九
段
キ
ャ

ン
パ
ス
一
号
館
二
〇
二
教
室
）

報
告
二　

�

三
国
時
代
開
幕
一
八
〇
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
三
国
志
ワ
ー
ル
ド
の
展
開　

中
国
か
ら

日
本
へ
、
過
去
か
ら
現
在
へ
」

※�

予
定
し
て
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
広
が
り
に
よ
り
中
止
と

し
た
。
以
下
の
内
容
を
準
備
し
て
い
た
。

　

歴
史
と
し
て
の
三
国
時
代
の
終
焉
以
降
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
に
お
い
て
「
三
国
志
」
を
題
材
と
し
た
作
品
が
作
ら

れ
続
け
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
一
四
世
紀
に
小
説
『
三
国

志
演
義
』
と
し
て
い
っ
た
ん
集
大
成
さ
れ
た
後
、
今
度
は

『
三
国
志
演
義
』
を
題
材
と
し
て
ま
た
新
た
な
作
品
が

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
の
世
界
の
広
が
り
は
中
国
国
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
特

に
日
本
に
お
い
て
は
漫
画
・
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
な
ど
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
分
野
に
お
い
て
大
き
な
発
展
を
見
せ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
東
ア
ジ
ア
都
市
文
化
に
お
け
る
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と

「
モ
ノ
」
の
流
通
を
め
ぐ
る
学
際
的
研
究
」
の
一
環
と
し

て
開
催
す
る
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
三
国
時
代
の
歴
史
そ

の
も
の
や
『
三
国
志
演
義
』
と
い
っ
た
文
学
の
内
容
な
ど

三
国
志
を
正
面
か
ら
扱
う
も
の
で
は
な
く
、
三
国
志
を

「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
み
な
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
三

国
志
が
中
国
と
日
本
、
近
代
以
前
と
近
現
代
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
展
開
し
、
流
通
し
、
受
容
さ
れ
て
い
る
か
を
見

て
い
き
、
そ
の
背
景
を
考
え
る
試
み
で
あ
る
。

共
同
研
究
③

研
究
代
表
者　

文
学
部
教
授　
　

磯　

水
絵

研
究
課
題　

�

興
福
寺
の
音
楽
―
狛
近
真
が
『
教
訓
抄
』

を
編
纂
し
た
背
景
を
探
る
―

研
究
期
間　

二
年
（
本
年
度
は
一
年
目
）



一
〇
六

実
施
内
容

　

狛
近
真
が
編
纂
し
た
楽
書
『
教
訓
抄
』
の
研
究
は
、

二
〇
〇
五
年
、
本
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
中
世
漢
文
班
の
活
動
以
来
、

継
続
的
に
続
け
ら
れ
て
き
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ

の
活
動
の
総
括
的
な
意
味
合
い
を
も
ち
、
且
つ
は
一
旦
の

終
結
も
意
味
す
る
。

　

そ
こ
で
、
研
究
代
表
・
磯
は
、
本
学
中
洲
記
念
講
堂

で
開
催
さ
れ
た
「
令
和
元
年
度
夏
季
全
国
大
学
国
語
国
文

学
会
」
第
一
一
九
回
大
会
―
六
月
二
九
日
（
土
）
―
の
講

演
（
統
一
テ
ー
マ
「
日
本
を
紡
ぐ
歌
謡
」）
に
於
い
て
、

「
詩
歌
と
舞
楽
」
と
題
す
る
そ
れ
を
行
っ
た
。
内
容
は
、

古
代
の
舞
楽
に
は
、
当
初
、
う
た
う
部
分
が
存
在
し
、
そ

れ
は
通
常
中
国
語
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
、

現
行
舞
楽
と
古
代
の
そ
れ
の
大
き
な
相
違
を
指
摘
す
る
も

の
で
、
多
く
の
記
録
、
楽
書
等
の
記
載
を
渉
猟
し
て
の
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
折
に
規
範
と
な
る
の
が
『
教
訓

抄
』
で
あ
る
。

　

ま
た
、
八
月
八
日
（
木
）
に
は
、
能
楽
学
会
・
世
阿
弥

セ
ミ
ナ
ー
「
芸
能
空
間
と
し
て
の
興
福
寺
」
の
講
演
講
師

と
し
て
、
奈
良
・
興
福
寺
会
館
に
招
か
れ
、「
狛
氏
幻
想
―

南
山
城
の
古
代
―
」
と
題
し
て
、
『
教
訓
抄
』
の
誕
生
し

た
土
壌
に
つ
い
て
啓
蒙
的
な
解
説
を
行
っ
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
年
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
、
明

治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
見
る
影
を
失
い
、
春
日
大
社
に

す
っ
か
り
お
株
を
奪
わ
れ
た
状
態
に
あ
る
興
福
寺
、
そ
し

て
狛
氏
が
、
実
は
か
つ
て
古
代
音
楽
の
中
心
に
存
在
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
を
、
興
福
寺
は
も
と
よ
り
、
ま
ず
、
地

元
・
奈
良
周
辺
の
人
々
に
認
識
し
て
頂
く
こ
と
に
も
あ
っ

た
か
ら
、
年
度
当
初
か
ら
奈
良
の
日
本
音
楽
研
究
者
を

誘
っ
て
、
興
福
寺
内
に
興
福
寺
年
中
行
事
研
究
会
を
立
上

げ
、
音
楽
と
不
即
不
離
に
あ
る
興
福
寺
の
行
事
研
究
を
開

始
し
、
そ
こ
と
連
動
し
て
、
八
月
一
七
日
（
土
）、
既
報
の

よ
う
に
、「
興
福
寺
に
鳴
り
響
い
た
音
楽
―
『
教
訓
抄
』
の

世
界
―
」
と
い
う
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
奈
良
・
興
福

寺
会
館
に
開
催
し
た
。
そ
の
前
の
週
に
世
阿
弥
セ
ミ
ナ
ー

が
あ
っ
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、

興
福
寺
と
音
楽
の
深
い
関
係
が
、
周
辺
の
人
々
に
理
解
さ

れ
た
お
も
む
き
で
あ
り
、
報
道
関
係
者
に
も
注
目
さ
れ
つ

つ
あ
る
（
な
お
、
こ
の
時
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
中

心
に
、
次
年
度
に
は
論
文
集
の
刊
行
を
計
画
し
て
い
る
）。

　

現
在
は
、
こ
の
興
奮
が
冷
め
な
い
内
に
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
来
年
度
初
め
、
四
月
八
日
の
仏
生
会
に
、
『
教

訓
抄
』
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
興
福
寺
の
伎
楽
を
再
興
、

奉
納
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
文
学
と
音
楽
の
研
究
に

留
ま
ら
ず
、
彼
の
地
の
文
化
の
振
興
に
も
寄
与
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

共
同
研
究
④

研
究
代
表
者　

文
学
部
教
授　
　

原　

由
来
恵

研
究
課
題　

�

文
学
に
お
け
る
メ
タ
フ
ア
ー
と
し
て
の

「
虎
」
の
様
式

研
究
期
間　

一
年

実
施
内
容

　

本
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
母
体
と
な
る
研
究
活
動

は
、
二
〇
一
六
年
七
月
に
始
ま
る
。
日
本
文
化
史
の
基
底

と
な
る
奈
良
文
化
圏
を
中
心
に
文
学
と
い
う
視
点
か
ら
、

世
界
に
お
け
る
日
本
文
化
の
位
置
づ
け
を
再
考
す
る
こ
と

を
最
終
目
標
に
本
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
研
究
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
九
年
度
本
研
究
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本

に
は
存
在
し
な
か
っ
た
「
虎
」
に
着
目
し
、
日
本
文
化
に

享
受
さ
れ
た
様
相
を
、
各
時
代
の
文
学
作
品
に
登
場
す
る



一
〇
七

「
虎
」
の
表
現
か
ら
解
析
す
る
こ
と
を

①　

�

古
典
文
学
作
品
に
登
場
す
る
「
虎
」
の
用
例
集
積

と
解
析

②　

上
記
①
の
分
析

③　

�

文
学
に
お
け
る
「
虎
」
と
関
わ
る
祭
祀
・
藝
能
・

美
術
の
表
象
資
料
の
集
積

④　

「
虎
」
表
象
に
お
け
る
国
内
外
伝
播
経
路
の
集
積

を
中
心
に
試
み
て
き
た
。
右
記
①
②
は
七
月
一
三
日
・
九

月
二
一
～
二
三
日
に
行
っ
た
四
回
の
研
究
会
に
お
い
て
分

析
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
て
デ
ー
タ

共
有
と
更
新
を
行
っ
て
き
た
。
③
に
つ
い
て
は
研
究
会
で

着
目
し
た
、
宮
廷
儀
礼
及
び
年
中
行
事
に
関
わ
る
京
都

の
祭
祀
を
中
心
と
し
た
資
料
収
集
と
調
査
、
ま
た
生
活
文

化
へ
の
表
象
用
例
の
調
査
と
資
料
収
集
を
行
っ
た
。
④
に

関
し
て
は
文
化
流
入
に
関
わ
る
資
料
調
査
と
し
て
、
イ

ン
ド
・
中
国
・
韓
国
を
中
心
に
行
っ
た
。
ま
た
日
本
に

お
け
る
伝
播
例
に
つ
い
て
は
民
間
伝
承
芸
能
の
事
例
集

積
を
行
う
と
と
も
に
、
浦
賀
「
虎
踊
り
」
に
つ
い
て
は

九
月
一
七
・
一
八
日
横
須
賀
市
教
育
委
員
会
、
一
一
月

一
四
・
一
五
日
浦
賀
虎
踊
り
保
存
会
の
協
力
の
も
と
、
聞

き
書
き
調
査
並
び
に
伝
播
資
料
の
収
集
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
文
学
に
登
場
す
る
「
虎
」
へ
の

仮
託
過
程
の
様
相
に
は
、
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
か
ら
の
仏

教
・
陰
陽
道
と
い
っ
た
思
想
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
纏
わ

る
美
術
・
芸
術
・
祭
祀
の
流
入
か
ら
の
表
象
。
そ
し
て
日

本
文
化
に
お
い
て
時
代
に
お
け
る
政
治
・
権
力
・
民
間
信

仰
が
加
わ
り
変
遷
を
辿
る
こ
と
で
、
日
本
的
表
現
の
メ
タ

フ
ァ
ー
が
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
た
。
主
に

中
世
後
期
以
降
の
「
虎
」
の
様
式
変
化
は
日
本
の
独
自
性

が
強
く
見
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
は
三
月
の
公
開
研
究
会
で
提
示
し
論
集

刊
行
等
で
公
表
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

追
記

＊
二
〇
二
〇
年
二
月
二
〇
日
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
状
況
か
ら
国
外
か
ら
の
参
加
者
を
断
念
す

る
と
と
も
に
、
公
開
研
究
会
の
開
催
も
未
定
と
な
っ
た
。

こ
こ
ま
で
の
研
究
成
果
は
論
文
集
の
刊
行
な
ど
で
示
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。




